
足底圧センサーを利用したランナーの走行能力把握とその応用可能性

～速く走るとは？ 足底圧変化と代謝反応の視点から～
50

近年、ランニング時の足底圧の研究によりトップスプリンターに特有の足底圧パターンの発見など新しい
知見が集積してきています。我々は足底圧センサーを小型・軽量化しウェアラブルにすることで、従来で
は大型の設備が必要だった足底圧測定を簡便化し、これまで測定ができなかった条件（マラソン走行、
シューズ別の足底圧パターンetc.）でもデータの蓄積ができるよう研究を進めています。また走行時の乳

酸測定と同時並行で行うことで、ランナーの走行パターンの分類だけでなく、運動強度や代謝動態の算出
も可能です。当日はこれまでの成果とこれからの展望について発表します。
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例としてA選手の左足の足底圧と時間との関係。
かかとの足底圧の大きさに特徴がある。

センサーはソックス型でつま先内・外、かかとの3点で
測定。装着時の違和感はほぼない。

‐40000

‐30000

‐20000

‐10000

0

10000

20000

30000

1 78 15
5

23
2

30
9

38
6

46
3

54
0

61
7

69
4

77
1

84
8

92
5

10
02

10
79

11
56

12
33

13
10

13
87

14
64

15
41

16
18

16
95

17
72

18
49

19
26

系列4 系列5 系列6つま
先内

つま
先外

かか
と


